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大会プログラム
第1日　9月10日（土）

受付開始（33号館1階）  9 : 15～

午前の部 10 : 00～12 : 30

自由報告 （1）
①親子・養育・セクシュアリティ（331） 司会　西野理子（東洋大学）
①-1 帰家からみるライフコースの変容 

―JGSS-2009LCSを用いた居住歴の縦断分析―
吉田俊文

①-2 女性はどのような母娘関係を営んでいるのか 
―インタビュー調査から―

工藤京子（立教大学・院）

①-3 震災による親族養育者の家族意識および養育者と
子どもの関係 
―岩手・宮城・福島県における親族養育に関
する調査より―

和泉広恵（日本女子大学）

①-4 非異性愛者をもつ家族のカミングアウト事情と
「ふつう」の書きかえ

元山琴菜（大阪経済大学）

①-5 同性愛（者）に対する意識とジェンダー・家族に
関する意識との関連性 
―2015年全国調査データを用いた分析―

釜野さおり（国立社会保障・人口問題研究所）

②教育・格差・ソーシャルキャピタル（332） 司会　吉川　徹（大阪大学）
②-1 家庭内社会化と社会空間 

―教育期待の形成メカニズムに関する分析―
林川友貴（東京大学・院）

②-2 ひとり親世帯と子どもの学業達成の国際比較 斉藤知洋（東京大学・院）
②-3 子供の貧困とジェンダー問題 Nennstiel, Ulrike （北星学園大学）
②-4 ソーシャルキャピタルの視点から見た中国高齢者

の家族関係と幸福度 
―都市部と農村部との比較―

叶　妍（早稲田大学）

②-5 中国帰国者二世の帰国選択と帰国援護政策 
―両者の相互関連を中心に―

張　龍龍（早稲田大学・院）

テーマセッション（1）企画全体提案型

男性の育児休業を促進する要因―育児休業取得者へのヒアリングから見えてきたこと―（333）
 オーガナイザー・司会　石井クンツ昌子（お茶の水女子大学）
（1）-1 統計からみる父親の育児休業の変遷と現状 石井クンツ昌子（お茶の水女子大学）
（1）-2 育休を取得できた要因を中心とした事例研究 

―育児・介護休業法改正後に取得した父親と 
改正前に取得した父親の比較―

林　葉子（跡見学園女子大学）

（1）-3 育児休業を取得した父親を支えるネットワーク 高山純子（お茶の水女子大学・院）
（1）-4 育児休業を取得した父親の職業生活 尾曲美香（お茶の水女子大学・院）
（1）-5 妻にとっての夫の育児休業 

―育児休業取得期間とタイミングに注目して―
林田香織（お茶の水女子大学・院）

討論者 多賀　太（関西大学）
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国際セッション（1）

ひとり親家族に対する差別、社会的排除、社会的支援に関する日韓比較（第1会議室）
 オーガナイザー・司会　神原文子（神戸学院大学）
（1）-1 韓国におけるシングルマザー家庭の実態に関する 

研究（韓国語：通訳有）
チョ　ソンヒ（協成大学校）

（1）-2 韓国における離婚女性の自立経験 
（韓国語：通訳有）

ソン　チョンヒョン（協成大学校）

（1）-3 子づれシングル女性の生きづらさから自立条件を 
探る

神原文子（神戸学院大学）

（1）-4 非婚母と社会的ネットワーク 
―多様性と共通点、そして変化を手がかりに―

田間泰子（大阪府立大学）

昼食・委員会 12 : 30～14 : 00

午後の部 14 : 00～16 : 30

自由報告（2）

③結婚（331） 司会　村上あかね（桃山学院大学）
③-1 ライフコースをめぐる未婚女性の意識 

―「理想」と「予想」のギャップ―
中村真理子（国立社会保障・人口問題研究所）
余田翔平（国立社会保障・人口問題研究所）

③-2 結婚する人びとにとって親の意識・行動はどのよう
に関わるのか

府中明子（千葉大学・院）

③-3 職業経歴が結婚への移行に与える影響 
―年齢による効果の変化と男女差に着目して―

麦山亮太（東京大学・院）

③-4 若年雇用と結婚経験の関係の国際比較分析 
―欧州と比較した日本とアジアの特徴―

松田茂樹（中京大学）

④ワークライフ・バランス（332） 司会　筒井淳也（立命館大学）
④-1 日本における女性の育児休業取得の規定要因と取得が

その後の就業に与える影響 
―JGSSライフコース調査を用いた計量分析―

打越文弥（東京大学・院）

④-2 小4の壁と中1の壁 
―社会生活基本調査でみる仕事と育児の両立の
新たな難所―

仙田幸子（東北学院大学）

④-3 東京大都市圏に居住する夫婦の最終的な子ども数は
なぜ少ないのか 
―第4回・第5回全国家庭動向調査を用いた人
口学的検討―

山内昌和（国立社会保障・人口問題研究所）

④-4 香港で働く日本女性のキャリア形成 開内文乃（青山学院大学）
④-5 海外日本人駐在員の家族意識 

―性別役割分業意識と妻のキャリアパスに着目
して―

早川美也子 
（Ecole des Hautes Etudes en Sciences Sociales）
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⑤介護・終末期ケア（333） 司会　後藤澄江（日本福祉大学）
⑤-1 介護者における介護負担感とその要因 

―被介護者と介護者の関係による違い―
大風　薫（お茶の水女子大学）

⑤-2 日本の家族介護における介護タスク分担の可能性
―米国の介護タスク分担の状況から―

涌井智子（ 東京都健康長寿医療センター研究所）

⑤-3 特別養護老人ホームの看取りにおける血縁家族へ
の固執と譲歩の様相

原沢優子（名古屋市立大学）
島田千穂（ 東京都健康長寿医療センター研究所）
平山　亮（ 東京都健康長寿医療センター研究所）

⑤-4 家族に「私」をどこまで伝えるか 
―終末期の準備行動におけるアンビバレンス―

平山　亮（ 東京都健康長寿医療センター研究所）
島田千穂（ 東京都健康長寿医療センター研究所）
中里和弘（ 東京都健康長寿医療センター研究所）

⑤-5 終末期ケアの希望を事前に家族に伝えるということ 島田千穂（ 東京都健康長寿医療センター研究所）
平山　亮（ 東京都健康長寿医療センター研究所）
中里和弘（ 東京都健康長寿医療センター研究所）

テーマセッション（2）企画全体提案型

育児期の父親・母親の IT利用と家庭生活―日本と韓国の比較から―（第1会議室）
 オーガナイザー・司会　牧野カツコ（宇都宮共和大学）
（2）-1 未就学児を持つ母親の IT利用と生活充実感 岡村利恵（お茶の水女子大学・院）
（2）-2 子育て期の母親の IT利用と子育てに関する 

意思決定
中川まり（お茶の水女子大学）

（2）-3 父親の IT利用と育児参加・父親アイデンティ
ティ・成長認識の関連

佐々木卓代（お茶の水女子大学）

（2）-4 育児に関するコミュニケーション形態と親として
の成長認識

高丸理香（お茶の水女子大学・院）

（2）-5 父親・母親の IT利用と子どもへのコミットメント 加藤邦子（川口短期大学）
（2）-6 育児期の親の IT利用と親族サポート 劉　楠（山形大学）

討論者 李　璟媛（岡山大学）

総会（38号館2階AV教室） 16 : 45～18 : 20

　大会実行委員長挨拶
　報告事項
　協議事項
　学会賞（奨励論文賞）授与式
　特別報告 熊本地震での避難所運営を経験して―社会学的視点からの一考察―

山西裕美 （熊本学園大学）

懇親会（38号館1階カフェテリア） 18 : 30～20 : 00
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第2日　9月11日（日）

受付開始（33号館1階）  8 : 30～

午前の部1  9 : 00～10 : 30

自由報告 （3）

⑥コミュニティとエスニシティ（331） 司会　木下栄二（桃山学院大学）
⑥-1 コレクティブハウジング居住を通じた近隣コミュ

ニティの構築と家族生活 
―「家族・コミュニティ問題」を手がかり
に―

稲見直子（大阪大学，日本学術振興会）

⑥-2 子育てを支える職員の処遇に関わる親たちの活動
―フランスの子ども・親・職員アソシアシオ
ンを通して―

木下裕美子（甲南女子大学）

⑥-3 西欧のムスリム移民二世における兄弟姉妹構成と
ハラール食品消費行動

小島　宏（早稲田大学）

⑦家族史（332） 司会　千田有紀（武蔵大学）
⑦-1 昭和初期「右翼的」労働運動における家族主義と

ジェンダー 
―近代化・民族主義と男性性との関連分析に
向けて―

海妻径子（岩手大学）

⑦-2 「家庭」概念と消費 
―1930年代の『新家庭』の記事分析から―

木村未和（お茶の水女子大学・院）

⑦-3 戦後の「純潔教育」言説の展開 
―1947年～1972年『讀賣新聞』における「純潔
教育」関連記事を中心に―

柳園順子（姫路大学）

テーマセッション（3）報告者公募型

学会のグローバル化と非英語圏からの発信―アジア地域からの留学生の視点を通して―（333）
 オーガナイザー・司会　施　利平（明治大学）
 　　　　　　　　　　　山根真理（愛知教育大学）
（3）-1 アジア地域からの「もう一つのグローバル化」 

―東アジアの少子高齢化を中心に―
金　香男（フェリス女学院大学）

（3）-2 中国の家族構成と中国人留学生の友人ネットワーク 李　文（同志社大学・院）
（3）-3 中国人若年層女性の就職活動における困難と葛藤 田　嫄（お茶の水女子大学・院）

テーマセッション（4）企画全体提案型

人口集中する大都市圏の人口移動と単身世帯化 

―新宿区の人口・世帯動態と増加する壮年単身者の実態―（第1会議室）
 オーガナイザー　宮本みち子（放送大学）
 司会　大江守之（慶応義塾大学）
（4）-1 公的統計から描き出される新宿区の実態 大江守之（慶應義塾大学）
（4）-2 意識調査から見る単身者の特徴 

―単身者の社会的孤立―
丸山洋平（福井県立大学）

（4）-3 聞き取り調査から見る単身者の特徴 
―経済的安定度と社会的孤立のリスクから―

宮本みち子（放送大学）
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ラウンドテーブル

NFRJ98-08は何を明らかにしてきたか（第8会議室）
 オーガナイザー　永井暁子（日本女子大学）
 　　　　　　　　田渕六郎（上智大学）

討論者 稲葉昭英（慶應義塾大学）
保田時男（関西大学）
西村純子（明星大学）

午前の部2 10 : 45～12 : 45

自由報告（4）

⑧家事・育児（331） 　  司会　品田知美（城西国際大学）
⑧-1 主婦の価値規範意識と主婦像に関する研究 

―女性雑誌『I LOVE mama』が 描くギ ャルママ像―
髙橋香苗（明治大学・院）

⑧-2 現代日本における「子育てする父親像」の多様性
―ジェンダー規範とイメージ・実践―

巽　真理子（大阪府立大学）

⑧-3 大学生用コペアレンティング・プログラム作成の試み 大島聖美（広島国際大学）
⑧-4 パートナー関係の形成による家事頻度の個人内変化 不破麻紀子（首都大学東京）

柳下　実（首都大学東京・院）

⑨不妊と生殖補助医療（332） 　  司会　白井千晶（静岡大学）
⑨-1 戦後日本の身の上相談における不妊事例 由井秀樹（立命館大学）
⑨-2 男性不妊をめぐる生きづらさとアイデンティティ 

―男性不妊治療を経験した夫たちの語りから―
竹家一美（お茶の水女子大学・院）

⑨-3 産婦人科・生殖医学で広報・政治活動に使われている
グラフの科学的根拠の検討

田中重人（東北大学）

テーマセッション（5）報告者公募型

きょうだいの家族社会学（333）
 オーガナイザー　久保田裕之（日本大学）
 司会　安達正嗣（高崎健康福祉大学）
（5）-1 きょうだいの家族社会学―家族におけるナナメ関係の検討― 久保田裕之（日本大学）
（5）-2 きょうだいへのサポート期待と家族関係 

―NFRJ-08Panelデータによる分析から―
吉原千賀（高千穂大学）

（5）-3 きょうだい順位と世代間移動の趨勢 
―きょうだいデータによるアプローチ―

苫米地なつ帆（東京大学）
三輪　哲（東京大学）

討論者 岩上真珠（聖心女子大学）
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国際セッション（2）

Changes and Current Issues on Families in East Asia : Toward the East Asian Social Survey 2016 

 （第1会議室）
 オーガナイザー・司会　Iwai, Noriko （Osaka University of Commerce）
（2）-1 Japan, China, Taiwan, and South Korea : Evidence from 

Macro Statistics and EASS 2006
岩井紀子　Iwai, Noriko（大阪商業大学）

（2）-2 Women and Family in Transitional China 謝　桂華　Xie, Guihua（中国人民大学）
李　星辰　Li, Xincheng（中国人民大学）

（2）-3 Th e Intergenerational Transmission of Gender Role Atti-
tudes in Taiwan

張　晉芬　Chang, Chin-fen（ 中央研究院社会学
研究所）

陳　玉華　Chen, Yu-Hua（国立台湾大学）
（2）-4 韓国の家族およびジェンダー役割の変化と現状 曺　成虎　Cho, Sungho（韓国保健社会研究院）

昼食・委員会 12 : 45～14 : 00

午後の部 14 : 00～16 : 45

公開シンポジウム

専門家による家族介入の現在―家族を外側から支える実践―（38号館2階AV教室）
 司会  和泉広恵（日本女子大学） 

野沢慎司（明治学院大学）
家族療法のいくつかの考え方 中村伸一（中村心理療法研究室）
家族関係の再編成の観点から見た家事調停の現状と課題 
―未成年の子がいる夫婦の離婚事件の処理に焦点を当
てて―

原田綾子（名古屋大学）

障害者福祉制度は障害者家族の親子関係をどのように変え
たのか 
―ケアの社会的分有、その後について―

中根成寿（京都府立大学）

討論者 天田城介（中央大学）
松木洋人（大阪市立大学）

＊　本大会のシンポジウムは、本学会員のみならず他の関連学会員や家族支援に関わる一般の方々などにも広く
関心を持たれるテーマであると考え、シンポジウムのみを一般公開（参加費無料）とします。
ただし、非会員でシンポジウムのみの参加者は、会場の都合により、先着100名までとします。
希望者は、公開シンポジウム参加申し込みメールアドレス<jsfs-sympo@bunken.co.jp>宛に「家族社会学会公
開シンポジウム参加希望」と明記の上、お名前、ご所属、連絡用メールアドレスを書き添えて、お申し込み
ください。
申し込み締め切りは2016年8月31日です。
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